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「友だち追加」から「ＩＤ検索」または
「ＱＲコード」で登録！
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JR西労組HP（http://www.jrw-union.gr.jp）
最新のJR西労組運動をチェックしよう！
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“いつも通り”を確実に。ABCで事故ゼロへ。
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参加者全員で力強い団結ガンバロー

挨拶する友景執行委員長

挨拶する堂脇執行委員長

挨拶する矢田執行委員長

参加者全員で力強い団結ガンバロー

中国
JRバス
地方本部

和歌山
地方本部

矢田執行委員長による力強い団結ガンバロー

西日本
JRバス
地方本部

箇々の現状認識について挨拶する羽野中央執行委員長

多くの組織課題について議論を行った

　

中
国
J
R
バ
ス
地
方
本
部
は
、

８
月
28
日（
金
）、安
芸
区
民
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
第
36
回
定

期
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方
本
部
大

会
」を
開
催
し
、執
行
部
、代
議

員
、来
賓
、傍
聴
者
、ス
タ
ッフ
を
含

め
て
約
50
名
が
集
結
し
た
。

　

中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方
本
部
を
代

表
し
て
友
景
執
行
委
員
長
か
ら
、

①
安
全
確
立
、②
春
闘
、③
バ
ス
産

業
に
お
け
る
課
題
、④
政
治
、⑤
Ｓ

ａｙ
―ｃ
ｈｏ
に
つい
て
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

執
行
部
よ
り
、25
年
度
経
過
報

告
、26
年
度
運
動
方
針（
案
）に
つ

い
て
提
起
が
あ
り
、全
体
質
疑
で

は
、安
全
、春
闘
、業
務
課
題
、労

働
協
約
、採
用
な
ど
、７
名
の
代
議

員
か
ら
、26
項
目
に
つ
い
て
、建
設

的
な
発
言
が
あ
り
、熱
い
議
論
を

交
わ
し
た
。

　

そ
の
後
、米
廣
書
記
長
の
総
括

答
弁
が
あ
り
、運
動
方
針
な
ど
提

起
さ
れ
た
全
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
、最
後
に
友
景
執

行
委
員
長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

【
主
な
発
言
内
容
】

安
全
：
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
の
定
着
、熱

中
症
対
策

春
闘
：
各
種
手
当
の
新
設・増
額
、

住
宅
補
給
金
の
増
額

業
務
課
題
：
駐
車
台
数
の
改
善

 　

和
歌
山
地
方
本
部
は
、８
月
29

日（
土
）、Ｊ
Ａ
ビ
ル
に
お
い
て
、「
第

37
回
定
期
和
歌
山
地
方
本
部
大

会
」を
開
催
し
、執
行
部
、代
議

員
、来
賓
、傍
聴
者
、ス
タ
ッ
フ
を
含

め
て
約
70
名
が
集
結
し
た
。

　

和
歌
山
地
方
本
部
を
代
表
し

て
、堂
脇
執
行
委
員
長
は
、熊
本
地

震
で
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
対

し
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た

後
、①
安
全
、②
27
春
闘
、③
福
祉

対
策
、④
組
織
の
強
化
に
つい
て
挨

拶
を
行
っ
た
。

　

執
行
部
よ
り
、25
年
度
経
過
報

告
、26
年
度
運
動
方
針（
案
）に
つ

い
て
提
起
が
あ
り
、全
体
質
疑
で

は
、安
全
、春
闘
、組
織
、総
合
労

働
協
約
、業
務
課
題
、被
服
な
ど
７

名
の
代
議
員
か
ら
20
項
目
に
つ
い

て
建
設
的
な
発
言
が
あ
り
、熱
い

議
論
を
交
わ
し
た
。

　

そ
の
後
、藤
々
木
書
記
長
の
総

括
答
弁
が
あ
り
、運
動
方
針
な
ど

提
起
さ
れ
た
全
て
の
議
案
が
、満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
、最
後
に
、堂

脇
執
行
委
員
長
の
力
強
い
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締
め
く
く
っ

た
。

【
主
な
発
言
内
容
】

安
全
：
労
災
リ
ス
ク
の
低
減

春
闘
：
エ
リ
ア
手
当
の
改
善
、万

博
一
時
金
に
つ
い
て
、ワ
ン
マ
ン
手
当

の
増
額

組
織
：
新
規
採
用
に
対
す
る
支
援

の
要
請

業
務
課
題
：
う
れ
シ
ー
ト
の
改

善
、カ
ス
ハ
ラ
へ
の
対
応

労
働
協
約
：
短
日
数
勤
務
制
度

の
適
用
拡
大

そ
の
他
：
賃
金
カ
ー
ブ
の
改
善
、

新
た
な
賃
金
昇
進
制
度
に
つい
て

　

西
日
本
J
R
バ
ス
地
方
本
部

は
、９
月
３
日（
木
）、Ｃ
Ⅰ
Ⅴ
Ⅰ
北

梅
田
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
第
36
回
定
期
西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス

地
方
本
部
大
会
」を
開
催
し
、代

議
員
、執
行
部
、来
賓
、傍
聴
者
を

含
め
て
約
50
名
が
集
結
し
た
。

　

西
日
本
J
R
バ
ス
地
方
本
部
を

代
表
し
て
矢
田
執
行
委
員
長
が
、

①
安
全
の
確
立
、②
人
財
の
確
保

と
待
遇
改
善
、③
魅
力
あ
る
バ
ス

産
業
の
構
築
、④
政
策
実
現
と
組

織
力
の
強
化
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

執
行
部
よ
り
、２
０
２
５
年
度

経
過
報
告
、２
０
２
６
年
度
運
動

方
針（
案
）に
つい
て
提
起
が
あ
り
、

全
体
質
疑
で
は
、春
闘
や
組
織
、業

務
課
題
、労
働
協
約
、政
治
な
ど
８

名
の
代
議
員
か
ら
12
項
目
に
つ
い

て
建
設
的
な
発
言
が
あ
り
熱
い
議

論
を
交
わ
し
た
。

　

そ
の
後
、笹
井
書
記
長
の
総
括

答
弁
が
あ
り
、運
動
方
針
な
ど
提

起
さ
れ
た
全
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
、
最
後
に
矢
田

執
行
委
員
長
の
力
強
い
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締
め
く
く
っ

た
。

【
主
な
発
言
内
容
】

春
闘
：
手
当
の
新
設
、通
勤
手
当

の
増
額

組
織
：
組
合
加
入
、次
世
代
役
員

の
育
成
、地
本
と
現
場
の
距
離
感

業
務
課
題
：
要
員
需
給

労
働
協
約
：
休
日
数
の
増

政
治
：
支
援
議
員
に
つい
て

そ
の
他
：
定
年
延
長
に
つい
て

　

　

本
紙
№
7
9
6
、№
7
9
7
で
既
報
の
通
り
、９
地
本
・
総
支
部
の
定
期
大
会
が
順
次
開
催
さ
れ
た

が
、残
る
中
バ
ス
地
本
、和
歌
山
地
本
、西
バ
ス
地
本
の
３
地
本
も
、８
月
末
か
ら
９
月
に
か
け
て
、そ
れ
ぞ

れ
定
期
大
会
を
開
催
し
、課
題
解
決
に
向
け
た
建
設
的
な
熱
い
議
論
を
交
わ
し
た
。

　

中
央
本
部
は
、９
月
９
日（
水
）

西
阪
急
ビ
ル
地
下
会
議
室
に
お
い

て
、「
第
１
回
組
織
対
策
会
議
」を

開
催
し
、各
地
本・総
支
部
の
副
執

行
委
員
長
、書
記
長
、組
織
部
長

な
ど
総
勢
35
名
が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
、現
在
の
Ｊ
Ｒ
西
労

組
の
組
織
状
況
の
共
有
、民
主
化

闘
争
支
援
、職
場
活
動
の
充
実
、シ

ニ
ア・シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
及
び
グ
ラ
ン

ド
シ
ニ
ア
組
合
員
の
参
画
、出
向
組

合
員
に
対
す
る
取
り
組
み
、女
性

組
合
員
の
参
画
と
女
性
役
員
の
育

成
、他
労
組
か
ら
の
組
織
拡
大
、契

約・専
門
社
員
お
よ
び
社
会
人
採

用
者
の
組
織
化
、青
年
女
性
委
員

会
の
取
り
組
み
な
ど
様
々
な
課
題

に
対
し
て
議
論
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、中
央
本
部
を
代
表
し
て

羽
野
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
、熊

本
地
震
お
よ
び
北
陸
地
区
で
の
豪

雨
災
害
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
収
入
動

向
、東
武
鉄
道
で
の
触
車
事
故
、Ａ

Ｂ
Ｃ
運
動
の
浸
透
、西
労
の
動
向
、

人
財
育
成
、終
盤
へ
さ
し
か
か
っ
た

労
働
協
約
改
訂
交
渉
な
ど
に
つ
い

て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、大
会
以
降
の
組
織

状
況
と
Ｊ
Ｒ
連
合
民
主
化
闘
争

支
援
に
つい
て
報
告
が
あ
り
、引
き

続
き
の
民
主
化
闘
争
単
組
へ
の
支

援
、職
場
活
動
の
充
実
や
女
性
組

合
員
の
参
画
を
は
じ
め
と
す
る
組

織
の
拡
大・充
実・強
化
の
取
り
組

み
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。

　

特
に
、組
織
の
充
実
と
強
化
の

取
り
組
み
と
し
て
、分
会
活
動
を

中
心
と
し
た
き
め
細
や
か
な
世
話

役
活
動
と
各
機
関
と
の
連
携
の
強

化
を
図
る
た
め
に
、各
地
本・総
支

部
と
と
も
に
本
部
オ
ル
グ
を
実
施

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。ま
た
、

分
裂
間
近
の
西
労
の
動
向
に
つ
い

て
共
有
を
図
っ
た
。

　

そ
の
他
、2
0
2
6
年
度
新
規

採
用
者
と
社
会
人
採
用
者
、カ
ム

バッ
ク
採
用
者
の
組
織
化
、他
労
組

か
ら
の
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
、シ

ニ
ア・シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
及
び
グ
ラ
ン

ド
シ
ニ
ア
組
合
員
の
活
動
へ
の
参

画
、出
向
組
合
員
に
対
す
る
フ
ォ

ロ
ー
、女
性
組
合
員
の
活
動
への
参

画
と
女
性
役
員
の
育
成
、間
接
部

門
の
活
動
の
充
実
、青
年
女
性
委

員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
今
年

度
の
取
り
組
み
方
針
の
確
認
が
な

さ
れ
た
。

　

各
地
本・総
支
部
か
ら
は
、組
織

運
動
の
報
告
と
と
も
に
、各
地
方

本
部・総
支
部
の
取
り
組
み
目
標

が
報
告
さ
れ
、向
こ
う
一年
間
の
方

針
が
確
認
さ
れ
た
。

中バス・和歌山・西バス、3地本が定期大会を開催 中バス・和歌山・西バス、3地本が定期大会を開催 中バス・和歌山・西バス、3地本が定期大会を開催 中バス・和歌山・西バス、3地本が定期大会を開催 
安
全
、春
闘
、業
務
課
題
な
ど

　
　
　
　
　
　
全
体
質
疑
で
議
論
沸
騰

中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方
本
部

和
歌
山
地
方
本
部

西
日
本
J
R
バ
ス
地
方
本
部

第
１
回
組
織
対
策
会
議
を
開
催
！

  

組
織
を
挙
げ
て
新
た
な
課
題
に
取
り
組
む

  


